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大 洲 民 報 2020 年 2 月 16 日 
日 本 共 産 党 

大洲市委員会 

23-3271 

39-2915 

局の職員を使っておこなうなど問題です。自分たちの会費で行うべきです。

公金の支出に監査が必要では無いでしょうか。 

 本当の防災、県民の安全は県議の有志などで行うものでなく、県議会全員

で取り組むべきものです。皆さんはどう思われますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月議会の日程予定が出されました。 

３月議会の予定が下記のようになりました。皆さんのご要望、ご意見をお

寄せ下さい。 

議案提案   ３月３日 

議員一般質問   ９日～１１日 

常任委員会   １２日、１３日 

 

「なぎさの湯」無くさないでの 
街頭宣伝を行いました。 

２月７日に長浜で「なぎさの湯」無くさないでの街頭宣伝を行いました。

『なぎさの湯が地域の方々にとっても、災害の時、旧大洲市の皆さんにとっ

ても大事な施設であった』と、はがき記入の声に寄せられています。 

また、『市町村合併以来、地域から多くのものが無駄と経費がかかると奪

われ、診療所も学校も、農協の支所もなくなった。なぎさの湯の廃止を許し

たら、次はまた、これまで大切にしてきた公共の施設がなくなる。長浜がま

すます寂れる』の声です。なぎさの湯を守る会の方々が街頭ではがき記入を

呼びかけました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛媛県議会から右のような文書が大洲市議会に送られました。 

 県議会の仕事は、国防でも、自衛隊の発展でもなく、これは国の仕事です。

また、「防衛議員連盟」県議の有志で団体であり、こうした団体の会員加入

申し込みを、議会事務局を使って送付することは、愛媛県の税金でこうした

経費が使われていることになります。議員が自分たちで作った団体を大きく

したいから、県民の税金を使い、会員の加入促進をする。しかも、議会事務 


